


導入事例︓中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社様

導入事例

ビジュアルコミュニケーションシステム

NEXCO 中日本グループの一員である同社では、高速道路の安心 ・ 安全 ・ 快適を提供するために、日々様々な現場で保全 ・点検業務を行っている。
点検作業ではロープを用いて一人で作業を行う特殊な現場があり、現場での相談や支援、それらを通じてのスキルアップが難しい環境であったという。支援や相談が必要な場合、通
信手段は無線や電話に限られおり、作業中に端末を取り出す必要があった。そのため、その都度作業がストップし作業時間が延びてしまううえに、端末や携行物の落下リスクが高
まるという課題もある。また、口頭の報告では支援者は現場の詳細な状況がわからず、相互理解にも時間が掛かってしまう状態だった。

中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社様
スマートグラス×LiveOnでロープアクセスの点検現場を
遠隔支援。情報共有のスピードアップと現場⇔オフィスの
連携を実現︕

業種︓建設・不動産 社員規模︓500～1000名

利用目的︓遠隔現場支援

写真右）中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社
名古屋支店 支店長 矢﨑　賢一様
写真左）中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋株式会社
名古屋支店 道路点検部 道路点検第三課 課長　園部 茂之様

1973 年 8 月
9,000 万円
997 名 (2020 年 4 月現在 )
愛知県名古屋市中区錦 1-8-11　DP スクエア錦
高速道路の保全点検業務
https://www.c-nexco-hen.jp/
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導入前の課題 LiveOnで解決︕
点検作業において、伝達手段が無線や電話での口頭に限ら
れていた
伝達の度に作業が一時ストップするため、 作業時間が延びて
しまう
過酷な現場が多く、人員配置や技術継承が難しい

・

・

・

スマートグラスを活用し、音声と映像でのやり取りが可能に

手を使わずに通信ができ、落下リスクや作業時間の低減を実現

熟練者による支援や特異な環境での OJT を実施

導入前の課題
無線や電話での伝達では点検者の十分な支援が難しい

ロープアクセスの現場は難易度設定やロープスキルの判断も難しく、人員配置に苦慮することも多いという。また、過酷な現場の様子は実際に現場を見なければ実感できないこと
から、研修施設での研修では、基礎レベルの習得 ・ 維持が限界であった。そのため、熟練者の転勤などに伴って若手中心となっている現場においては、技術継承が課題となってい
た。

難易度が高い現場が多く、技術継承が課題に

点検中は触診やロープ移動で手がふさがるため、手を使わない映像共有・ 交信手段であることが必須であった。そのため、無線型のスマートグラスと組み合わせて使える遠隔現場
支援ツールを検討していた。
LiveOn はスマートグラスにインストールすれば電源 ON 以外の操作が不要であることに加え、 河川や山間部などの環境下でも安定した品質で音声 ・ 映像のやり取りができる品
質の高さも大きなポイントであった。

LiveOn選定の決め手
無線型スマートグラスを介し、オフィスや現場と共有・支援ができる仕組みがあること


